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　新市民病院建設の理由について伺う。
現市民病院の改装や補修など長寿命化を

して、もうしばらく長く使うことはできないか、
もしできないのであれば、その理由を伺う。

　今後、高度かつ広範囲にわたる公立病
院の役割を果たすためには、現病院の老

朽化、狭あい化などが明確な課題となっている。
病院は35年から40年で建て替えが検討される中、
本館は築41年と老朽化が進み、大きく変化する
医療サービスに対応するのが困難となってきてい
る。また、新型コロナウイルスなどの感染症の対
応について、現病院では、建物の構造上、外来や
救急部門からの明確な分離が困難であり、建替え
による病院整備が必要である。
　現市民病院の改修では、患者への影響、工期の
長期化など非効率的であり、抜本的な解決に至ら
ないと判断した。

① 　耐用年数について、一般的な鉄筋コ
ンクリートの耐用年数は標準で60年、

　 そこから長寿命化等をして長く使うこともでき
る。全国を見渡せば築50年以上の病院もたく
さんある。では、なぜ病院に至っては35年か
ら40年で建て替えが必要となるのか。明確な
説明が必要だと考える。

② 　財源等の詳細な説明が必要。また病院側も明
確な収支計画及び返済計画を先に上げるべき。

③ 　30年後の尾道は人口８万人前後となるなか、
これからの街づくりにおいてこの病院の役割、
そしてこの病院を中心としてどのような街づく
りをしていくのか、その辺りの将来のビジョン
も示していただきたい。

④ 　現病院の改装案の方も相見積りを取ったうえ
で、費用と効果を検証するべき。

　以上、総額200億円もの財政支出を伴う事業で
ある。より明確な説明がないと我々も判断できな
い。今のところ、判断材料となる情報が少ないの
で、上記のことを説明して、多くの市民の総意を
問うべきである。
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　元気で就労意欲ある高齢者を活用し人
口減少による労働力不足を補う取り組み

を行っているか。
　シニア対象の就職面接会等を開催。

　シルバー人材センターの仕事は「臨時
的・短期的・軽易な業務」とされ、植

木・剪 定・掃除・駐車場管理等の軽作業が中心
で、ホワイトカラー層の受け皿になりにくいとい
う指摘について本市の考えは。

　指摘の通り軽作業が中心だが事務職も
拡大されつつある。ニーズに応じて仕事

を充実させられるよう同センターとの連携を図る。
　収入を得ることよりも知識や経験を社
会に役立てたいという方もいるが、高齢

者の社会参画を促進する取り組みは。
　希望に沿った選択ができるよう高齢者

の就労や活動を支援していく。

　建設費64億円が市財政に与える影響
を危惧する市民の声があるが以前の答弁

にもあった「費用の圧縮を検討」しているか。
　事業費は基本設計の完了後に示す。

　住民監査請求が行われ保護者らは不安
な状況下にあるが教育長の考えは。
　審査中でありコメントを控える。

　学校は防災や保育・地域交流の場とし
ての機能をもつが、同校区と地域のあり

方をどう考えているか。
　住民や保護者が学校運営に参画しやす
い環境を整え特色ある教育活動を行う。
　中心市街地に位置する学校跡地を今後
どう活用するか。
　白紙で示せない。耐震性の問題や特別
警戒区域であり慎重な検討が必要。旧筒

湯小学校は施設の老朽化が著しく将来の施設のあ
り方を要検討。

高齢者の就労支援

尾道みなと小中学校に関連して
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　今回の地方自治法の改正により国と地
方の「対等・協力の関係」が損なわれ国

の指示を可能にする制度が創設されることとなる。
　これに対する市長の見解と、政府への抗議や意
見を提出する考えはあるか。

　重大な懸念に対して大臣が閣議決定を
経て地方公共団体に指示をするもの。現

時点で抗議や意見を提出する予定はない。
　熊本の震災の際、市民を体育館に避難
させよと国から提言があったが、熊本市

長の判断でそれを拒否。すると翌日もう一度地震
があり体育館の屋根が崩れ落ちた。このように地
方を把握しているのは地方自治体であり、この権
限が脅かされることは由々しき事態である。

　現在、尾道市でコロナワクチンの副反
応により、死者６名を含む31名の健康

被害が報告されていることに対する市長の見解は。
　国が判断することに本市が評価や見解
を述べる立場ではない。
　死者６名を含む重大な事件であるにも
関わらず、尾道市はこの事実をなぜ積極

的に公表しないのか。
　現在の状況を踏まえて公表を検討する。

　市長から犠牲者に謝罪やお悔やみ、お
見舞いの言葉はあるか。
　大変な思いをされた方々へのお見舞い
と、今も療養されている方々の一日も早

いご回復をお祈り申し上げる。ご遺族の皆様には
謹んでお悔やみを申し上げる。

　ワクチン接種は市の責任において行う
自治事務である。それにより過去最大の

薬害問題を起こし、「責任は国にある」という言い
訳は通らない。市民にリスクや被害状況を隠して
接種を推奨してきた罪は重い。

　発注工事入札で市職員が逮捕された。
　繰り返し続く法令違反。尾道市の組織

体質、職員の倫理観、コンプライアンス体制はど
うか。謝罪会見で平谷市長は「事件は逮捕された
職員の個人的な違反行為であり、組織的な問題は
全くない。」と強調した。これには驚いた。組織の
トップの言葉とは到底思えない。市長の認識があ
まりにも甘く常識を疑ってしまう。組織体の最高
責任者として二度と事件を起こさないという決意、
覚悟は全く伝わってこない。平谷市政17年間で９
人もの懲戒免職が出ているが長期政権による組織
の歪みではないのか。未然防止の観点から組織を
挙げてコンプライアンス体制の確立が急務だ。

　入札事務の適正執行について全職員に
指示した。またコンプライアンス意識向

上の研修では契約事務に関する内容も盛りこむ。

　新市民病院は東尾道緑地帯とおのみち
バスの敷地に180～200億円で移転新築

である。ただ移転先地は南海トラフ地震による津
波浸水想定区域で液状化の恐れがある。市役所新
庁舎、東尾道の防災センター、新浜の西消防署、
この度の新市民病院とどれもがそういった場所に
ある。万一の時には頑強な建物は残っても液状化
で道路は使えなくなり危機管理の拠点がすべて機
能しなくなる。新市民病院はそのような恐れのな
い場所へ建設すべきである。私は広く市民から認
知されており、島嶼部からのアクセスも良い新高
山の現在地に建替えるべきだと考える。ただＪＡ
病院等との連携。経営の厳しい市民、みつぎ両病
院の経営統合。親方日の丸体質の経営形態の見直
し。懸案の医師の確保。財源や経営計画。夜間救
急や休日診療所併設などの問題点を整理する必要
がある。そのうえでの新市民病院の建設である。

　新病院は移転新築とする。両
病院の統合、また新病院への夜

間救急診療所や休日診療所の併設は考えていない。
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　生ゴミの堆肥化のためにコンポストを
活用し、循環型社会に向けてゼロ・ウェ

イスト宣言をしてはいかがか。
　以前コンポスト助成制度はあったが、
普及が進んでいない。様々な課題があり、

全市的な取組にするには慎重な検討が必要。ゼ
ロ・ウェイスト宣言はごみの排出抑制の意識を高
めるうえで効果的と考えられるので、研究してい
く。

　焼却施設の今後の見通しを含む環境政
策としての方向性を問う。
　本年度「ごみ処理基本計画」の策定に
着手する。処理施設の今後の在り方につ

いて方向性を整理し、循環型社会の形成のため廃
棄物発生抑制や再資源化の推進を図り、環境負荷
の少ない地域づくりに取り組む。

　R4実績で尾道市の清掃事業費が16億

円。燃やせるゴミの量が38,181t、うち生ゴミが
5,688t。食品ロスの廃棄にも多額の費用をかけ
ていると推測される。「こども達にツケを残さな
い」観点での施策を要望する。

　学校給食の飲用牛乳において、食品ロ
スを減らす・個々の事情に寄り添う観点

から選択制導入について見解を問う。
　医師の診断がある場合は飲用牛乳の除
去を行っている。カルシウム吸収率の高

い飲用牛乳は有効であるから選択制導入は考えて
いない。残量の把握はしていない。

　アレルギーではないが体に合わず飲め
ない子たちはいる。飲まない牛乳費を保

護者が払い続けている実態は解消すべき。

4

　接種時期を逃した尾道市の高校生や尾
道市立大学の学生に、公費によるキャッ

チアップ接種が、2025年３月で終了（今年の９
月末までに１回目を接種すること）を伝え、接種
の積極的な勧奨について、いかがお考えか。

　未接種者に対して直接勧奨通知を６月
中に配布する。市立大学では全学生を対

象にポータルサイトで周知する。
　「ジェンダーニュートラルワクチネー
ション」という考えのもと、男性の

HPVワクチン接種の助成を検討してはいかがか。
　男性のHPVワクチン接種は、９歳以
上へ任意接種が認められている。定期接

種に向けては国の動向に注視している。
　がんになる人を減らすために、性交渉
する以前の教育の必要性、広報活動の必

要性をいかがお考えか。

　６月中に、リーフレットやはがきを対
象者に送付し、接種の勧奨を行う。
　学習指導要綱に則り、性感染症につい
て指導する。青少年の感染が問題となっ

ていることと、感染のリスクを軽減する効果的な
予防法を身に付けることの必要性を指導する。中
学校２年生に対して「やさしいがんの知識」とい
う冊子を配布し啓発している。

　HPVワクチン接種において、医師会
や各病院と尾道市が連携して、情報共有

を含んだ合同研修会や意見交換会なども考えては
いかがか。　

　７月に医師会主催の市民公開講座を共
催する。また、医師会の会議に本市も参

加し、意見交換をしている。
　HPV（ヒトパピローマウィルス）ワク
チンを男女ともに接種することで、子宮

頸がんだけでなく、中咽頭がんや肛門がんなどを
防ぐことができる。人口減に歯止めをかける意味
でも、一人でも多くの方が接種することを期待し
ている。

がん予防対策・少子化対策

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
、
定
例
会
に
お
い
て
、
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
に
つ
い
て
執
行
機
関
（
市
長
な
ど
）
に
質
す
こ
と
で
す
。

氏
名
横
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
と
各
議
員
の
実
際
の
本
会
議
で
の
質
問
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

循環型社会に向けて 学校給食における飲用牛乳の選択制に
ついて

市民連合

岡
おか
田
だ
　広

ひろ
美
み
 

 潮風おのみち

 村
むら
井
い
　温

あつ
子
こ

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

市 長

市 長

教育長

市 長

市 長

市 長

市 長

教育長

　一般質問を終えて…
　学校給食の飲用牛乳の選択制導入に関する
前向きな解答を得られなかった。食品ロス削
減に加え、健康・動物愛護・環境・宗教など
様々な観点から選択制にすべき。



　５月に改正「食料・農業・農村基本
法」が国会で成立した。関連法の「食料

供給困難事態対策法」では、有事の際、輸入拡大
など供給確保の措置を講じる必要があるとしてい
る。市も緊急時に備え、現在約1,500haある耕作
放棄地や遊休農地を利活用して、米など特定食料
の生産量を拡大してはどうか。

　平時での基盤整備強化のため、生産量
拡大につながる遊休農地等の活用につい

て農地バンクや農地中間管理事業を実施し、担い
手への農地の集積と利用促進に努めていく。

　法改正を受けて市は今後どのように対
応していくのか。
　本市では「農業振興ビジョン」をもと
に施策を行っており、今後も必要に応じ

て見直していく。
　有事の際に市民の食生活に影響が出な

いよう、平時から自給率向上などに努めるよう求
めておく。

　農業ＤＸとはデジタル技術を導入する
ことで人手不足の解消や労働生産性を上

げ、経営改善を図ることであるが、市はこれにつ
いてどう認識しており、現在どんな取組を行って
いるか。

　農業者の高齢化・担い手不足が進む中、
デジタル技術を活用したスマート農業な

どで生産性の向上が必要であると考えており、現
在ＤＸ推進支援事業でハウスの自動換気装置や、
農機自動操舵システムなどの導入支援を行ってい
る。

　市は今後、農家の「労働生産性」の向
上、「所得拡大」へ向けてどのような取

組を行っていくのか。
　生産基盤の強化やスマート農業技術に
よる効率化、尾道ブランド農産物認証制

度による高付加価値化など、農業を支える多様な
担い手の育成に取り組んでいく。

　時間外在校時間・持ち帰り業務時間（残
業時間）の把握をどのようにするのか。
　持ち帰り業務は、本年６月に各学校で
一週間の期間を設定し、持ち帰り業務の

有無と「授業準備」など６項目について調査する。
学校全体の長時間勤務の縮減に努める。

　「人権を尊重したまちづくり条例」へ
の取り組みをどのようにするのか。
　人権尊重条例の制定については、新し
い人権啓発推進プランに沿った取り組み

を進める中で、人権尊重条例について研究してい
く。

　訪問介護報酬が引き下げとなり、訪問
介護ヘルパー不足の解消策は。また民生

委員児童委員への支援は。
　介護資格取得後、介護事業所に就労し
た人に補助金を交付する。また、「福祉

まるごと相談窓口」を開設するなどして、課題解
決に努める。

　地震による原発事故対策として松江市
民（12,980人）が尾道市に避難する

「島根原子力発電所事故対応マニュアル」がある
が道路網などのことも配慮せず大丈夫なのか。

　計画書に改定の必要が出た場合は関係
機関と協議して実効性のあるものとする。

　三原市は「産業廃棄物安定最終処分
場」の河川汚染の危惧から「水源保全条

例」を制定したが尾道市の考えはどうか。
　沼田川水系の水質及び水源確
保は重要である。不測の事態が

生じた場合は、三原市などと連携を図っていく。

学校教職員の働き方改革

島根原発２号機再稼働について

人権尊重条例制定に向けて

訪問介護ヘルパー事業所、民生委員児
童委員への支援

5

「食料・農業・農村基本法」の改正

農業ＤＸ

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

教育長

市 長

市 長

市 長

市 長

市 長
市 長

市 長

市民連合

山
やま
根
ね
　基

もとつぐ
嗣

市民連合

檀
だん
上
じょう
　政

まさ
樹
き

議 員

上下水道事業管理者

尾道市の水質保全対策
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　毎年４月２日を世界自閉症啓発デーと
して啓発イベントを各地で開催している

が、尾道市では何か取組を行ったのか。
　「広報おのみち」において４月２日の
世界自閉症啓発デーを知らせするととも

に発達障害に関する相談窓口の周知を行っている。

　介助する方も高齢化するなかにおいて、
「親なき後」問題を総括的に相談できる

体制が求められており、当事者の声に対する尾道
市としての役割についてどのように考えているか。

　広島県が設置する「難病対策センター
ひろしま」に適切につないでいくことと

している。また、「尾道市障害者サポートセンタ
ーはな・はな」においても、障がい者福祉全般を
対応している。

　手話言語条例への市長答弁から1年が
経過するが、条例のあり方の研究と、実

効性のある施策として具体的にどのようなことを
されたのか伺う。

　手話への理解を促進することは共生社
会の実現に寄与することと考えている。

手話通訳者設置事業、手話奉仕員養成事業の施策
を実施している。

　手話言語条例について当事者から意見
を聞いたことがあるか。また、その意見

を受けて今後どのように進めるのか。
　定期的に意見交換の場にも参加させて
いただいている。条例の制定にあっては、

多様な障害の特性やコミュニケーションの方法を
理解することが大切であり、様々な方面からご意
見を伺いながら調整を進める必要があると考えて
いる。

　手話言語条例は当事者の皆さんの心の
支えとなり、市民の皆さんの正しい理解

や啓発に必要不可欠な条例となる。素晴らしい条
例ができることを期待する。

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
、
定
例
会
に
お
い
て
、
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
に
つ
い
て
執
行
機
関
（
市
長
な
ど
）
に
質
す
こ
と
で
す
。

氏
名
横
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
と
各
議
員
の
実
際
の
本
会
議
で
の
質
問
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

世界自閉症啓発デーの取り組み

難病・重度障がい者施策

手話言語条例について

　現在対象者（人工肛門・人工膀胱）の
人数と、ストーマ基準額を3,000円増額

した場合、公費負担額は。
　給付対象者は301人、公費負担額は、
845万増の3,395万円。
　ストーマ用装具ここ10年で39％値上
がり、本市でも基準額増額の考えは。
　今後価格の動向もみながら基準額につ
いて研究をしていく。
　災害時のストーマ装具の備蓄など市の
取り組みは。
　現在オストメイト専用トイレの備蓄は
あるが、ストーマ装具の備蓄していない。

今後ストーマ装具の備蓄に取り組む。
　

　窓口で難聴者対応はどうしているか。

　現在は筆談と月に１回社会福祉課窓口
に手話通訳者配置。
　今後尾道市の窓口で軟骨伝導イヤホン
の導入をしてはいかがか。
　活用方法や効果など、他自治体の導入
事例も含めて、研究していく。

　男性への独自助成を本市でする場合、
対象者・費用は。
　対象者は約2,700人、事業費は約292
万円
　国内で男性への独自助成自治体は本年
までに31団体あるが、男性へ助成を開

始してはいかがか。
　国の定期接種化に向けた動向を更に注
視しながら、考えていきたい。

　女性への通知方法も改訂されているか。

　改訂された厚労省の作成したリーフレッ
トなど用いて、６月中に発送予定にして

いる。

オストメイトの日常生活用具基準額

市役所窓口での軟骨伝導イヤホン導入

HPVワクチン接種の重要性

議 員

市 長

議 員

市 長

議 員

市 長

議 員

市 長

市民連合

松
まつばら
原　正

せい
侍
じ

議 員

議 員

市 長

議 員

議 員

議 員

市 長

議 員

市 長

市 長

公明党

村
むらかみ
上　久

く
美
み

市 長

議 員

市 長

議 員

市 長

議 員

市 長
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　震災での火災の原因の過半数は電気関
係が原因とされている。地震の揺れで電

熱機器が倒れ可燃物に接触や建物の倒壊で破損し
た電気機器に通電し漏電やショートが生じて出火
する通電火災などがあり震災での火災予防が必要。
その対策として感震ブレーカーがある。感震ブレ
ーカーを設置することで自宅を守り、自身や家族
を守るだけでなく地域を守る。震災時に家庭にお
ける火災を抑制するため補助金を出して設置を推
進してはどうか。

　電気に起因する出火が多く感震ブレー
カーの設置により地震時の電気を遮断し

出火が相当抑制されると認識している。現在、本
市では感震ブレーカー設置に対する補助は行って
はいないが、その有効性について周知を行うとと
もに、設置助成制度について研究を行っていく。

　現在、小・中学生１人に１台のタブレッ
ト端末が配布され使用している。

　今、教育現場では様々な課題も多く存在する。
その課題解決の一助として端末にソフトを入れ、
自身のこと・クラスメイトのこと・いじめなど自
由に端末へ入力することで、心の変化に早く気づ
き不登校、いじめ、精神的な悩みなどが減少して
いくものと考える。尾道市の学校もソフトを導入
してはいかがか。

　困難を抱える児童生徒の心の小さなＳ
ＯＳを早期に発見し支援することができ

るように、タブレット端末を使い本年６月より開
設した。児童生徒が名前、学校を入力しなくても
対応できるもので、本コーナーに相談があった場
合には対応することができる体制を整えている。
　児童生徒の心の小さなＳＯＳにも対応し迅速で
より良い支援へつなげていく。

感震ブレーカーへの設置助成について

児童生徒のＳＯＳ発信について

議 員

　「自分ノート」の内容、周知、活用は。

　遺言、相続、葬儀のこと、お金のこと
などを記載。もしもに備え、家族の話し

合いのきっかけにしていただきたい。
　高齢者の住居を空き家にしない取り組
みは。
　将来の相続、管理についての啓発パン
フレットを作成。出前講座や、窓口での

相談を通じ、「任意後見」制度や、専門家への相
談の必要性などの周知に努めている。

　「任意後見制度」のメリット、周知は。

　将来の判断能力低下に備え、あらかじ
め信頼できる人に支援を求める内容を公

正証書に残す制度。更なる周知方法等を検討する。

　「文学の街尾道」の取り組みは。

　国が立ち上げた「書店振興プロジェク
トチーム」などの動きを注視していく。

　予算化された「猫の保護器」予算化の
経緯は。
　地域猫活動を一層推進し、野良猫の不
妊去勢手術の活動を支援するために行う。
　「猫の街尾道」にふさわしく、様々な
動物問題解決の中心となるべく「動物管

理係」的なセクションの新設が必要ではないか。
　新設は考えていないが、関係団体等と
連携を図りながら、動物

との共生社会の実現に取り組む。

高齢者の自己決定支援の推進
議 員

議 員

市 長

議 員

市 長

市 長

議 員

議 員

議 員

市 長

市 長

公明党

岡
おかむら
村　　隆

たかし

公明党

福
ふくはら
原　謙

けん
二
じ

市 長

議 員

書店を守る取り組み

教育長

市 長

動物愛護の取り組み

　一般質問を終えて…
「任意後見」は自己決定権尊重の理念にかな
った制度。一層の利用促進を求めていく。
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。

　尾道市独自の配置基準を！保育士さん
は大変！とりわけ、０～２歳児を！国が

定めた基準は古すぎてもう時代に合っていない！
保育を与える側の環境が良くならないと、保育を
受ける環境は良くならない！０歳児、３対１を２
対１に！１～２歳児、６対１を４対１に！予算も
かかることなのでまずは公の１施設で試験的に行
い、効果があれば他の公の施設に順次広げていき、
その後民間の施設へと広げていく流れが良いと思
うがいかがお考えか。

　保育士配置基準の改善については、国
の動向を注視し、慎重に検討していく。
　いつまで地方自治体のことを国任せに
するのか。研究や検討という答弁はもう

5年、10年、15年聞いてきている！その場しの
ぎの答弁はもうやめるべき！全部の園で行えとは
言っていない！やる気のないそちらに合わせてま

ずは１施設で！と言っている。それでも動こうと
しないから尾道市からどんどん若い人たちが流出
していくのだと思う。

保育士の配置基準見直しを！
議 員

　京都市は町内会のおうえんポータルサ
イトを設置している。書面で総会に代え

る書面表決の参考様式もダウンロードでき、様々
な困りごとにもQ&Aで応えている。似たサイト
を設置してはどうか。また窓口となる支援センタ
ーを設置し、電子回覧板のデジタル倉庫を置いて
はどうか。また地域団体の資産管理方法をアドバ
イスする研究を始めてはどうか。

　会長の便利帳を毎年改訂し配布し、公
式サイトにも掲載している。参考事例の

充実も含め、より便利なポータルとしての機能充
実を図りたい。支援センターの名称は考えていな
いが、相談してもらいやすくなる関係づくりを進
める。回覧物の電子化は研究する。資産管理につ
いては認可地縁団体設立を案内している。全国の
事例等を認識し、困りごとの相談にしっかり対応
していく。

　熱中症特別警戒アラートの運用が始ま
り、クーリングシェルターの指定カ所も

公表された。日曜日も利用できるのは何カ所か。
シェルターを増やす努力はしているか。

　市内指定施設22カ所中、日曜日も利
用できるのは８カ所。民間施設も協定締

結により指定可能で、協力いただける施設、店舗
を募集している。

　一般社団法人せとうち観光推進機構な
どが富裕層のインバウンドを呼び込むマ

スタープランをまとめ今年４月に公表した。この
プランと尾道の関係及び対応策は。

　プランに関係するせとうちDMOの中
の企業が観光庁の補助採択を受け旧千光

寺山荘やRyokan西山をはじめとする市内宿泊施
設の高付加価値化に道筋をつけることができた。
今後もインバウンド含めた交流をすすめたい。

議 員

市 長

町内会支援サイトの設置は

議 員

市 長

青嵐会

宮
みや
地
ち
　寛

ひろゆき
行

平成会

二
にのみや
宮　　仁

ひとし
 

日曜日も利用できるクーリングシェル
ターは

瀬戸内海の観光誘客マスタープランと
の関係は
議 員

市 長

市 長

議 員

　一般質問を終えて…
尾道市の将来を担う子ども達への投資をしな
い。そんな行政に希望が持てるだろうか。尾
道市で育つ子ども達がかわいくないのだろう
か不思議に思う。
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　我々議員や市長は市民の皆様の投票に
よって選ばれて市民の皆様からいただい

た意見であったり要望であったりいろいろな意見
を代弁するために、こういった責務を与えていた
だき市政運営を行っている。ただ昨今の日本では
選挙の投票率が下がっており、連日ニュースにも
なっている。
　尾道市議会議員一般選挙の投票率は、1999年
が72.97％、2023年が56.34％であり、この25
年でおよそ20％も下がっている。
　そこで私は改善策として次のことに注目した。
子どもたちに愛され地域のいろいろな方にも愛さ
れる「ゆるキャラ」というものに着目し、尾道市
では特段行っていなかった「尾道市ゆるキャラ総
選挙」をしてはいかがか。

　市民全員の投票で選出された「ゆるキャラ」に
は、尾道親善大使とともに各イベントに出席して、
この尾道市を多方面にアピールしていただきたい。
選挙で実際に選出された「ゆるキャラ」を目にす
ることで、自分が選んだキャラクターが活躍して
いるのを目にして、投票に行くことの楽しさや重
要性を特に子どたちに教育していく重要なイベン
トになると考える。

　選挙啓発については、広報紙や市ホー
ムページ、公式ラインに掲載するほか、

尾道駅前や商業施設周辺での街頭啓発を行って、
投票参加を呼び掛けている。
　ご提案の「ゆるキャラ総選挙」は、模擬投票と
して行うことを想定されており、継続した選挙啓
発事業の中で、他市の事例を参考にしながら、模
擬投票の中で候補のひとつとして考えられると伺
っている。また、次世代の方たちの主権者意識を
高め、将来の政治参加につなげるために、議員の
皆様方で行われている学生議会の開催についても、
意義深いものであると考えている。

尾道市だけではなく、国・県で投票率
が低下していることについての市とし
ての対応について
議 員 市 長

　現在地での建て替えの検討はしたのか。
計画場所の交通渋滞や液状化の状況、病

院建設の財源はどうするのか。
　診療を止められないので移転新築する。
交通渋滞は今後検討していく。液状化し

ても、周辺道路は復旧優先道路に指定されている。
病院建設の財源は今後検討していく。

　訪問介護事業所が全国的に減っている
が、市内の事業所数と増減は。特別養護

老人ホームの待機者数は何人か。
　市内の訪問介護事業者は、40業者で、
昨年４カ所増えて３カ所廃業。特別養護

老人ホームの待機者は703人である。

　町内会への補助金は尾道と瀬戸田町で
４. １倍の格差がある。格差是正をどう

するのか。格差是正のために資源物の売却益約
5,000万円を還元してはどうか。

　加入世帯数に応じた支給を考慮する。
売却益を町内会に還元することは難しい。

　「１学年複数学級」を今後も統合の原
則とするのか。
　「１学年複数学級」が望めないので、
新たな学校再編計画の策定が必要と考え

ている。

　タクシー券１万円分支給について、ど
のような研究・検討をしたのか。タクシ

ー券を希望する人が増えているので１万円分支給
しては。

　バス券は減少、タクシー券は増加傾向
である。タクシー券１万円分支給につい

ては、引き続き研究していく。

市民病院の移転建設について
議 員

市 長

議 員

新誠会

新
しん
地
ち
　貴
たかふみ
史 

市 長

市 長

議 員

議 員

議 員

日本共産党

魚
うおたに
谷　　悟

さとる

教育問題について

教育長

1万円分のタクシー券支給の
　　　　　　　　　　　　検討結果は

市 長

介護サービスの提供体制について

町内会･自治会活動に対する支援
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P

…Ｐ11のピックアップ議案で一部を解説 ! !

議案

番号
件　名

議決

結果

松
原
正
侍

檀
上
政
樹

土
屋
咲
子

中
西
海
斗

冠
　
匡
晃

村
井
温
子

魚

谷 

悟

岡
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寿

岡
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広
美
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嗣
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仁
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本
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英

岡
村
　
隆
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美
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原
謙
二
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孝
人

石
森
啓
司
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根
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茂

新
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貴
史
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和
　
宏

佐
藤
志
行

星
野
光
男

村
上
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一

宮
地
寛
行

髙
本
訓
司

巻
幡
伸
一

新
田
賢
慈

藤
本
友
行

報告第
22号～
報告第
26号

専決処分報告及びこれ
が承認を求めることに
ついて

承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
54号

令和6年度尾道市一般会
計補正予算（第1号）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
55号

令和6年度尾道市病院
事業会計補正予算
（第1号）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
56号

尾道市過疎地域持続的
発展計画の変更につい
て

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
57号

市道路線の認定につい
て（栗原297号線）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
58号

市道路線の認定につい
て（栗原298号線、栗
原299号線）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
59号

工事請負契約の変更に
ついて（因島学校給食
共同調理場）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
60号

財産の取得について
（高規格救急自動車）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
61号

財産の取得について
（小型動力ポンプ積載
車6台）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
62号

財産の取得について
（13ｍブーム付多目的
消防ポンプ自動車）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
63号

財産の処分について
（未利用の土地・建物）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
64号

尾道市過疎地域におけ
る固定資産税の課税免
除に関する条例の一部
を改正する条例案

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
65号

尾道市御調文化会館設
置及び管理に関する条
例を廃止する条例案

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
66号

尾道市庁舎駐車場設置
及び管理に関する条例
の一部を改正する条例
案

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
67号

行政手続きにおける特
定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関
する法律に基づく個人
番号の利用及び特定個
人情報の提供に関する
条例の一部を改正する
条例案

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
68号

尾道市家庭的保育事業
等の設備及び運営に関
する基準を定める条例
の一部を改正する条例
案

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
69号

尾道ふれあいの里設置
及び管理条例の一部を
改正する条例案

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
70号

尾道市学校給食費の管
理に関する条例案

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
71号

固定資産評価員の選任
につき同意を求めるこ
とについて

同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○：賛成、×：反対、△：退席、議：議長（議長は採決に加わりません）P
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令和６年度尾道市一般会計補正予算（第１号）

尾道市過疎地域における固定資産税の
課税免除に関する条例の一部を改正する条例案

　●介護従事者確保事業　　　　　　　　　　　　　　　………　　　　426万円
　●病児・病後児保育事業　　　　　　　　　　　　　　………　　　1,260万円
　●地域密着型フードパントリー事業　　　　　　　　　………　　　1,300万円
　●新型コロナウイルスワクチン接種事業　　　　　　　………　 2億6,523万円

議案第54号

議案第64号

※1万円未満切捨
P

※1万円未満切捨
ピックアップ議案  ーこの議案ってどんなこと？？ー

議案

番号
件　名

議決

結果

松
原
正
侍

檀
上
政
樹

土
屋
咲
子

中
西
海
斗

冠
　
匡
晃

村
井
温
子

魚

谷 

悟

岡
野
長
寿

岡
田
広
美

山
根
基
嗣

二
宮
　
仁

大
本
和
英

岡
村
　
隆

村
上
久
美

福
原
謙
二

前
田
孝
人

石
森
啓
司

宇
根
本
茂

新
地
貴
史

吉
和
　
宏

佐
藤
志
行

星
野
光
男

村
上
隆
一

宮
地
寛
行

髙
本
訓
司

巻
幡
伸
一

新
田
賢
慈

藤
本
友
行

請願

尾道市いじめ防止対策
委員会委員にかかる報
酬の見直し及びそれに
伴う「尾道市報酬及び
費用弁償に関する条
例」の一部改正を求め
るとともに、いじめ重
大事態にかかる事実関
係の調査を行ういわゆ
る第三者委員会の設置
方法の見直しを求める
請願

採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △

建第2
号議案

聴覚補助等の積極的な
活用への支援を求める
意見書（案）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建第3
号議案

災害発生時における信
頼性の高い情報連携体
制の構築への支援を求
める意見書（案）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建第4
号議案

少人数学級実現及び教
職員定数の改善並びに
義務教育費国庫負担制
度の拡充を求める意見
書（案）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建第5
号議案

農村・農業を守る農政
の実行を求める意見書
（案）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建第6
号議案

地方財政の充実・強化
に関する意見書（案）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建第7
号議案

今年度の訪問介護報酬
の改定（減額）を見直
し、持続的に訪問介護
事業が行われるよう改
善を求める意見書
（案）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建第8
号議案

女性差別撤廃条約選択
議定書の速やかな批准
を求める意見書（案）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　過疎地域における固定資産税の課税免除の特例につき、特例の期間を延長する
ための条例改正です。



※�請願は市政に対する意見や要望等を市議会に提出す
るものです。議会では、請願の実情を調査するなど
して慎重に審議し、採択・不採択を決定します。

尾道市いじめ防止対策委員会委員にかかる報酬の見直し及びそれ
に伴う「尾道市報酬及び費用弁償に関する条例」の一部改正を求
めるとともに、いじめ重大事態にかかる事実関係の調査を行うい
わゆる第三者委員会の設置方法の見直しを求める請願

聴覚補助機器等の積極的な活用への支援を求める意見書
提出先　�総務大臣　厚生労働大臣　内閣府特命担当大臣（こども政策 少子化対策 

若者活躍 男女共同参画、孤独・孤立対策）女性活躍担当 共生社会担当

災害発生時における信頼性の高い
　　　情報連携体制の構築への支援を求める意見書
提出先　�総務大臣　国土交通大臣　デジタル大臣

少人数学級実現及び教職員定数の改善並びに
　　　義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書
提出先　�衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　文部科

学大臣

農村・農業を守る農政の実行を求める意見書
提出先　�衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　農林水産大臣　経済産業大臣

地方財政の充実・強化に関する意見書
提出先　�衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　厚生労

働大臣　国土交通大臣　デジタル大臣　内閣府特命担当大臣（こども政
策 少子化対策 若者活躍 男女共同参画、孤独・孤立対策）

今年度の訪問介護報酬の改定（減額）を見直し、持続
的に訪問介護事業が行われるよう改善を求める意見書
提出先　�衆議院議長　参議院議長　財務大臣　厚生労働大臣　

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書
提出先　�衆議院議長　参議院議長　外務大臣　内閣府特命担当大臣（こども政策 少子

化対策 若者活躍 男女共同参画、孤独・孤立対策）女性活躍担当 共生社会担当

※�意見書とは、市の公益に関することについて、議会としての意思を意見
としてまとめた文書で、国会や関係行政庁に提出します。
　６月定例会では下記の意見書を可決し、関係機関に提出しました。
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請願が採択されました

意　見　書

請
願
採
択
・
意
見
書
・
議
会
人
事
・
本
会
議
生
配
信
・
政
務
活
動
費
収
支
報
告
・
学
生
議
会



　６月17日に副議長の辞職に伴う選挙を行い、新しい副議長に　村上隆一議員
を選出しました。
　これに伴い、村上隆一議員は議会運営委員会の委員を辞任し（※）、後任に同会
派の宮地寛行議員が就任しました。

　令和６年９月議会から、本会議の模様を公式YouTube（ユーチューブ）チャンネルで生配信します。
YouTubeのアカウント名は「尾道市議会公式チャンネル」です。どうぞご覧ください。

　尾道市議会では、議員の調査研究等に必要な経費の一部を政務活動費として会派又は
会派に所属しない議員に交付しています。各会派等は、毎年度、収支報告書に領収書を
添付し、議長に提出しています。令和５年度の政務活動費ついて市議会ホームページに
掲載しています。

※�議会運営委員会は議会運営に関する議会内部の意見を調整する場であるほか、
議長（副議長）の諮問機関でもあるため、議長、副議長に就任した議員が委
員を務めている場合は辞任することにしています。

令和５年度政務活動費収支報告について

９月定例会から本会議の生配信を始めます！

副議長

村
むらかみ
上 隆

りゅういち
一 議員

副議長を選出しました

YouTube（ユーチューブ）で
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　尾道市議会では、８月９日に学生の皆さんを対象に学生
議会（※）を開催しました。
※学生議会…高校生、大学生が学生議員となり、本会議場で市議会
議員に市政に関する質問をする模擬議会です。
　今年度は、市内の高校と市立大学の学生に学生議員とし
て質問に立っていただきました。
　学生議会の様子は、ちゅピＣＯＭ（コム）で録画放送さ
れるほか、YouTube（ユーチューブ）でも録画配信しま
す。学生の皆さんが、日頃、市政に対してどのような疑問
を抱いているのか、尾道をどうしていったら良いと思う
か、これからの尾道を見据えた鋭い視点で質問している姿
をどうぞご覧ください。
　当日の様子は、次号で詳報します！

学生議会を開催しました学生議会を開催しました学生議会を開催しました8月９日開
催

《リハーサルの様子》
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委
員
会
審
査
報
告
・
委
員
会
視
察
報
告

福祉環境委員会委員長：前田　孝人
問　地域密着型フードパントリー事業補助金の概要は。また、この事業は市からの補助金のみで運営されるのか。
答　フードパントリー事業補助金は、実施する尾道市社会福祉協議会に対する補助金で、事業概要としては、
企業等から提供された食品を、生活に困窮している子育て家庭等に無料で配布するもので、その食品を保管
するため、常温冷蔵冷凍に対応した無人食品庫であるフードパントリーを、市内３カ所に開設する。
事業の費用については、日本財団からの助成金が2,174万円、市からの補助金が1,300万円、尾道市社会福祉
協議会の自己負担が15万円の計3,489万円の事業となる。
問　病児病後児保育事業の内容は。
答　入院加療の必要がない病気療養中、又は回復期にあり、集団保育が困難かつ家庭での保育が困難な児童
を一時的に保育する事業で、令和6年10月1日からの開始を目指している。市内在住の0歳児から小学6年生
までの児童を対象とするが、感染力の強い麻疹など、小児科医が受入困難と判断した疾病の場合は、受け入
れはできないこととする。
問　尾道市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正の内容は。
答　家庭的保育事業所等における満3歳以上の児童に係る保育士等の配置基準を、満3歳以上4歳に満たない
児童については、概ね20人につき1人であったところ、概ね15人につき1人。
満4歳以上の児童については、概ね30人につき1人であったところが概ね25人につき1人に改正する。小規模
以外の保育施設も配置基準は改正されており、公立私立を含め、3歳以上についてはすべての保育施設で基準
を満たしていると考えている。
【議案以外の委員会所管事務】
・いきいきサロンへのソーラータイプの防犯灯設置
・島しょ部住民の地域医療体制に係る交通費助成の実績と評価
・市民病院建設の現在地建替えの検討内容と情報提供
・乳幼児小児の定期接種の積極的勧奨の是非
・子宮頸がん等ワクチン接種時の情報開示
・ＨＰＶワクチン接種の見解
・地域への分別回収のできるゴミステーションの環境整備　
など
≪審査結果≫
付託を受けた３議案は、議案第54号については賛成多数で可決すべきものとし、残る2議案は
全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。

福祉環境委員会

総務経済委員会委員長：巻幡　伸一
問　御調文化会館の今後の建設スケジュールは。
答　解体工事については延長するものの、新しい施設の建設工事は、当初予定している完成時期に影響はな
い。

問　教育会館耐震改修事業にかかわり、今後の教育会館のあり方は。
答　耐震診断結果によって判明した部分の耐震強度を図り、また、屋上防水や空調などリフレッシュを行い、
10年、20年程度は利用していきたい。

問　因島学校給食共同調理場新築工事に伴う騒音・振動対策は。
答　学校の授業に支障があるような障害はないと聞いている。騒音については、少し大きな音が発生する作
業については、参観日や研修会等がある日程には控えるなどの対応により、工事を進めている。

【議案以外の委員会所管事務】
・随意契約の意思決定プロセスの見える化並びに市内事業者の積極的活用
・観光ガイドに対する処遇改善
・災害時における備蓄物の運搬方法、備蓄物の避難所へのストック
・新規漁業就業者の今後の見込みと対策
・市内のイノシシの捕獲頭数状況と状況変化
・森林環境譲与税を活用した災害防止対策
など

≪審査結果≫
付託を受けた14議案につきましては、審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきも
のと決定いたしました。

委員会審査の
様子はこちら

総務経済委員会 　　　　　　　　　 議案第54号・議案第56号～第67号・
議案第69号
付託議案

委員会審査の
様子はこちら

　　　　　　　 議案第54号～第55号・議案第68号付託議案
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　議会運営委員会では、7月10日、11日に、東京都東村山市議会と多摩市議
会の行政視察を行いました。
　東村山市議会では、主に「議会報告会」について、多摩市議会では、主に
「予算決算特別委員会での審査方法」について、担当議員と議会事務局関係
者から説明を受けました。ともに全国から視察を受け入れている特徴のある
議会運営を行っています。
　志村けんさんの出身地としても有名な東村山市では、志村さんを名誉市民
として大切にされておりました。その東村山市議会では、年４回の報告会開
催を議会基本条例に掲げ、平成25年から継続して実施しており、駅前で議
員がチラシを配布したり、議員が動画カメラを操作してZoom配信するなど、
手作りで市民との意見交換を積極的に行っておられました。
　多摩ニュータウンで知られる多摩市は、予算決算特別委員会を年間継続的
に設置し、特別委員会に委員会を単位とする分科会を挟み込み、政策テーマ
を決めた集中審査も行う運営でした。議長を除く議員全員が参加する全体審
査と並行して審査する方法は、全体的な審査と深堀する審査のバランスを考
慮した方法であり、尾道市議会と違う運営で大いに参考になりました。
　尾道市議会では、秋に「市民の声をきく会」を計画しており、得られた知
見を活かし、より市民の意見を反映させた議会運営になるよう努めてまいり
ます。

委 員 会 　 視 察 報 告

令和６年７月10日～11日　　視察先：東京都東村山市・多摩市

議会運営委員会 委員長　二宮　仁 

教育スポーツ委員会委員長：髙本　訓司
問　学校給食費の徴収の現状と公会計化されてどう変わるのか。
答　現状では、給食費はそれぞれの学校別の会計で集金され、それを給食実施校と教育委員会で構成される学
校給食会で取りまとめて、同会により食材費として食材の発注や購入に充てている。公会計化されれば保護者か
ら市が直接給食費を徴収し、市の会計に入った後、給食の献立、発注等についても市の責任において行うことに
なる。
　徴収方法については、従来は口座引き落としであったり、封筒に入れての手渡しであったりと、各学校ごとに
様々であったが、公会計化後は、すべて市の指定金融機関の口座振替を前提に徴収方法を調整している。
公会計化後は、給食の献立作成や、食材の購入、調理場までの食材の運搬等の給食提供業務全般については、
市が実施していくため、学校給食会は廃止となると考えている。
　教育委員会の増加した業務分に対しては、給食調理場の職員等と協力できる体制を構築して、バックアップす
るような形で整理を進めたいと考えている。

【議案以外の委員会所管事務に関する質疑】
・学校での避難訓練の内容
・尾道の教育の魅力と転出超過との関係
・学校選択制におけるニーズの把握とその根拠
・給食を活用した食育推進の意義、給食における地産地消の日・有機農業の日を設ける
ことの検討
など

≪審査結果≫
付託を受けた1議案は、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。

教育スポーツ委員会  議案第70号付託議案

委員会審査の
様子はこちら
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リサイクル適性 A
この印刷物は、印刷用の紙へ
リサイクルできます。

　議会だより第４９号をお届け
いたします。
　改選後２年目に入り、各議員

は市民の皆さまからのお声を「一般質問」として市政に届
けております。ぜひご覧ください。
　また、本号裏表紙でも日程をご紹介しておりますが、こ
のたび、「市民の声をきく会」を市内６カ所にて開催いたし
ます。開かれた議会をめざす尾道市議会。３つの常任委員
会のメンバーが、それぞれ皆さまからのご意見等をお聴き
いたします。どうぞふるってご参加頂きますよう、よろしく
お願い申し上げます。

■議会だより編集委員会委員

■お問い合わせ先

★ 「市議会」や「おのみち市議会だより」に対するご意見、ご感想を
お寄せください。お寄せいただいたご意見は今後の参考とさせて
いただきます。

次号は令和６年11月11日発行予定です。

尾道市議会事務局
〒722-8501　尾道市久保一丁目15番1号
ＴＥＬ ０８４８－３８－９３７１　ＦＡＸ ０８４８－３８－９３３９

　尾道市議会では、開かれた議会をめざして、「市民の声をきく会」を開催します。市議会議員
が各地域にお伺いし、市民のみなさんから、議会運営や行政に対する疑問や率直なご意見を直接
お聴きして、これからの市政につなげていければと思います。
　市議会には、３つの常任委員会（総務経済委員会、福祉環境委員会、教育スポーツ委員会）が
ありますが、当日は、各委員会ごとのグループに分かれてオープン形式で意見交換をいたします。
申込は不要で、どなたでも参加できます。多くの方のお越しをお待ちしております！

●総務経済委員会 … 市の財政、商工・農林水産・建設、防災・消防に関することなど
●福祉環境委員会 … 子育てや医療・福祉、上下水道、環境に関することなど
●教育スポーツ委員会 … 学校教育、生涯学習、スポーツ施設、公民館に関することなど

編 集 後 記

委 員 長：岡村　　隆　　
副委員長：二宮　　仁
新地　貴史　　中西　海斗　　冠　　匡晃
檀上　政樹　　岡野　長寿　　髙本　訓司

9月定例会の日程
8月21日 議会運営委員会 10：00
9月  2日 本会議（開会） 13：30
9月  4日 本会議（一般質問） 10：00
9月  5日 本会議（一般質問） 10：00
9月  6日 本会議（一般質問） 10：00
9月10日 総務経済委員会 13：00
9月11日 福祉環境委員会 13：00
9月12日 教育スポーツ委員会 13：00
9月18日 本会議（閉会） 13：30

開　催　日　程 
月　　日 時　　間 会　　場
10/15（火）19：00～20：30 市役所本庁 ２階 多目的スペース1・2
10/20（日）14：00～15：30 ベイタウン尾道　大会議室
10/22（火）19：00～20：30 土生公民館　大ホール
10/24（木）19：00～20：30 みつぎいこい会館　多目的ホール

10/29（火）19：00～20：30 向島公民館　大研修室（市民センター むかいしま内）
10/31（木）19：00～20：30 瀬戸田市民会館  ２階  多目的ホール

臨時会等の予定
  9月13日 議会運営委員会
  9月20日 本会議（臨時会）
10月  2日～4日 決算特別委員会
10月21日 議会運営委員会

市議会からのご案内

※ 9月定例会の日程は8月21日、臨時会の日程は9月13日の
議会運営委員会で正式に決定しますので、変更の可能性
があります。
※ 傍聴を希望される方は議会事務局までお越しください。
座席は先着順です。

……　尾　道　市　議　会　……

市民の声をきく会

※手話通訳が必要な方は、各開催日の2週間前までにご連絡ください。
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